現象論的係数の統計力学(基研研究会「新しい統計物理学の基礎 : 多様性の中の類似性」,研究会報告) by 岡村, 好庸
Title現象論的係数の統計力学(基研研究会「新しい統計物理学の基礎 : 多様性の中の類似性」,研究会報告)
Author(s)岡村, 好庸





















































































P. (t)-P.(o)十P｡(1) (t) (7)
B.〟 (t)-ら.〟 (0) 十 B叫(I)(t) (8)

















Jx-<∑n v (Xn)>/V ( 1 1 )
ここで､V (Ⅹ zD) はm番目の原子Ⅹの速度､Vは体積､ブラケットは集団平均を表
す｡局所結晶面に関する原子の流束に対する式は､




Lx,(o)-(P/ZY)∑ ..p∑..nraB(Xl)B .p(o)(Yn)Pp(0) (14)
Lxy(l)-limitcー +. !｡ O dtexp卜et) Mxy(I) (15)
Mx,(t)-(a/V)∑.,0. ,.&∑l.nB.p(0)(Xl)Key(o)くりB,8(0)(yn)pS(0)(16)
ここで､
a.o(0)(t)≡le叩 くB(0)t日 .p -6.0+B.o(0)t十∑,a.,(o)B,p(o)t2/之!十･･･ (17)
B.p (Xn) - r.p (Ⅹ b) Bap (18)
r.〟 (Xn) は遷移βからαでの種類Ⅹのm番目の原子のジャンプベクトルを表すの
で､BAD (ⅩzB)は速度類似の表現とみなすことができる｡Rap (0) (i)は初期状態βに
あった系が時間t後に状態αにある条件確率を示している｡
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3.おわリに
ここで導出した現象論的係数の一般式は､希薄合金中の原子の輸送過程を直接表す
ことができる｡しかし､すべての現象論的係数を具体的に求めることは容易でない｡
そのため､空格子点と置換不純物の配置を対称群に分類してジャンプ行列を書き下
し､この逆行列より現象論的係数を計算するという､行列解法の方法 (8)が発展させ
られてきた｡この解法は希薄欠陥系の様々なモデルの現象論的係数の計算に応用する
ことができる｡
固体内の原子の拡散及びその統計力学理論に興味を抱かれた読者には､Allnatt-
Lidiardの最近の総合報告 (9)が､これらに関する内容をわかりやすく簡潔にまとめて
いるのでぜひ一読を勧めたい｡
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